






要約:鹿児島地区の妊婦 8936 名を対象に HTLV 一Ⅰ抗体保有の実態を調査した。確認検査

で HTLV 一Ⅰ陽性と診定された妊婦は 495 名(5.5%)であった。HTLV 一Ⅰ陽性妊婦より出生

した児の 415名(母乳哺育;60、人工乳哺育;355)のうち 5例で HTLV 一Ⅰ抗体の陽転が認め

られた。うち 1 年以上経過観察し得たものは 4 例で,3 例が人工乳哺育であった

(3/105=2.9%),1 例が混合哺育であった(1/8=12.5%)。母乳哺育と HTLV 一Ⅰ感染の実態を

知るために、児の同胞(年長児 1～24 才)219 名の HTLV-Ⅰ抗体陽転率と母乳摂取期間との

関係をみると 6ヵ月未満の母乳摂取期間の児では 61 名中 3名(4.9%)が HTLV 一Ⅰ抗体陽性

となり、6 ヵ月以上の母乳摂取児では 130 名中 25 名(19.2%)が HTLV 一Ⅰ抗体陽性であっ

た。両群での陽性率には有意差(p＜0.01)がみとめられ、母乳摂取期間との相関がみられ

た。


